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○5項目を60％以上達
成できた児童の割合

○50m走の記録が全
国県平均を上回る児
童の割合
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平成　3１年　２月　1８日

確
か
な
学
力

豊
か
な
心

（知）
「前より賢くなっ
た！友達と学び
合うことが楽し
い」といえる児童
の育成

（体）
「早寝早起き・運
動大好き・給食
大好き」な児童
の育成

（徳）
「友達大好き・自
分大好き・音戸
大好き」な児童
の育成

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目）

〈ビジョン〉（将来の学校像）
　挨拶と笑顔があふれ，声が響き合う学校，児童が自信を持
ち，目標に向けて挑戦する学校，地域・家庭とつながる学校

e 短期（今年
度）

経営目標

自己評価

a　学校教育目標

小中一貫教育目標

ふるさとを愛し　自律できる児童生徒の育成

自ら学び　心豊かに　たくましく
自律に向う　子供の育成

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）

健
や
か
な
心
身

③道徳性を高め，
自他のよさを認め
合う心情を養う。

④ふるさとを大切
に思い，感謝する
意識を醸成する。

○学校生活の諸問題解決に向
けた話合い活動を2回以上実
施（代表委員会）
○全校集会活動年間3回実施
○伸びやよさを認める場を設
定。（掲示・朝会等利用）

○道徳科の授業で「郷土愛」学
年2回以上実施
○地域行事参加や交流学習，
貢献活動を学年2回以上実施

重点

○「げんきっずカード」による取
組（メディア・早寝・早起き・朝ご
飯・歯磨き）

○短距離走を重視した体育科
の授業（ダッシュリレー月1回以
上）や，業間体育の3分間走等
による走力を伸ばす取組

⑤基本的な生活
習慣の確立を図
る。

⑥走力を重点とし
た体力づくりを推
進する。
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ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

c　中期経営目標を
踏まえた現状（進捗
状況）と今年度の重
点

○課題発見・解決学習の単元
づくりを一人２単元以上行う。
○　授業評価カードを活用した
授業改善

○朝読書の時間の確保と家庭
読書の習慣化

○サオンドノート（自主勉強ノー
ト）の充実（よい例の掲示等）
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○活動の充実感や満
足感・自己肯定感を感
じている児童の割合
○自慢大会出場の児
童の割合

○ふるさと自慢できる
児童の割合

A

A
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143

108

「課題を設定する力」「情報を収集する力」「思考表現する力」「協働的に関わる力」「自己を理解し，生き方を考える力」「地域の一員として関わる力」育成すべき資質・能力

現状…児童は，生活面では，落ち着いた学校生活を送っている。また地域人材や教材が豊富で貴重な学習環境となっ
ている。学力面で個人差があり，学習意欲が低いことで，定着に至らない児童が多い。また自分の思いを言葉で表現し
たり，自主的な行動に移したりする面が弱い。
今年度の重点　　「自ら気づき　考え　進んで行動する　音戸っ子」を合い言葉に！
・「育成すべき資質・能力」を向上させるための課題発見・解決学習の単元開発と授業改善
・挨拶，返事，温かい言葉づかいが行き交う学校づくり
・地域人材を生かした地域交流学習や地域貢献（感謝の言葉）
・家庭学習，基本的な生活習慣，家庭読書の定着

平成30年度　　評価計画及び自己評価
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〈ミッション〉（学校の使命）
　知・徳・体の基礎的な力を身に付け，学校や故郷に誇りと愛
情を持ち，感謝・貢献する児童を育む。

○評価テスト通過率
（国・算・理）
低：80，中：75，高：70
以上の児童の割合
○児童・教師の意識
調査

○目標ページ読み切
る児童の割合

○予習・復習・テスト前
学習をしている児童の
割合（3年以上）

①児童が主体的
に課題解決に取
り組む授業つくり
を進める。

②家庭学習の習
慣化と，個に応じ
た内容の充実を
図る。

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０
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